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藤
田
裕
嗣

研
究
の
概
要

１
．
研
究
の
目
的

本
巻
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
元
禄
『
堺
大
絵
図
』
に
示
さ
れ
た

堺
の
都
市
構
造
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
二
〇
一
〇
年
度
〜
二
〇
一
二
年
度
）
の

成
果
報
告
で
あ
る
。
初
め
に
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

堺
環
濠
都
市
（
大
阪
府
堺
市
堺
区
）
は
、
戦
国
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
日
明

貿
易
や
朱
印
船
貿
易
の
拠
点
と
な
り
、
会
合
衆
に
よ
り
自
治
的
に
運
営
さ
れ
る
な

ど
、
輝
か
し
い
歴
史
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
館
所
蔵
、
元
禄
『
堺
大
絵

図
』
に
示
さ
れ
て
い
る
堺
の
環
濠
内
が
「
堺
環
濠
都
市
遺
跡
」
と
さ
れ
、そ
の
発
掘
・

試
掘
調
査
は
一
、〇
〇
〇
件
を
越
し
た
。
地
中
に
眠
っ
た
戦
国
期
ま
で
の
都
市
像
に

つ
い
て
、
発
掘
事
例
が
増
え
た
近
年
で
は
数
少
な
い
発
掘
成
果
を
強
引
に
結
び
つ
け

る
こ
と
な
く
、
発
掘
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
自
体
に
素
直
に
対
峙
す
る
態
度
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
近
世
初
期
の
状
況
を
一
筆
レ
ベ
ル
の
詳
細
さ
で
示
す
同
絵

図
は
、貴
重
で
あ
る
。写
真
複
製
版
）
1
（

も
刊
行
さ
れ
、近
世
史
学
や
建
築
史
学
な
ど
、様
々

な
立
場
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
一
九
七
七
年
の
出
版
と
古
い
う

え
に
、
絵
図
自
体
が
大
型
過
ぎ
て
、
細
部
ま
で
は
読
み
に
く
い
難
点
が
あ
っ
た
。
こ

の
難
点
は
、
画
像
処
理
技
術
の
進
歩
に
よ
り
克
服
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
本
研
究

は
、
ま
ず
、
写
真
を
撮
影
し
て
、
絵
図
に
描
か
れ
た
土
地
区
画
と
そ
こ
に
盛
ら
れ
た

文
字
注
記
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
確
認
・
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
本

絵
図
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
れ
ば
、
発
掘
デ
ー
タ
を
そ
れ
と
の
位
置
関
係
で
詳
細

に
検
討
で
き
、
考
古
学
が
、
歴
史
地
理
学
・
文
献
史
学
・
建
築
史
学
と
協
働
で
き
る

と
期
待
さ
れ
る
。
同
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
堺
の
都
市
構
造
は
、
大
坂
夏
の
陣
で
全

焼
の
被
害
を
蒙
っ
た
後
、
江
戸
幕
府
が
堺
に
込
め
た
総
意
の
表
現
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
前
提
と
な
る
戦
国
期
の
復
原
が
望
ま
れ
る
。
さ
ら

に
、
一
七
世
紀
に
な
る
と
大
坂
が
、
江
戸
幕
府
の
肝
い
り
で
天
下
の
台
所
と
し
て
大

規
模
土
木
工
事
も
伴
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、兵
庫
と
尼
崎
を
含
む
大
阪
湾
、

引
い
て
は
瀬
戸
内
や
日
本
列
島
全
体
と
の
流
通
関
係
を
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
流
通

の
拠
点
と
し
て
の
堺
が
描
か
れ
た
同
絵
図
に
新
し
い
光
を
当
て
、再
評
価
を
試
み
る
。

２
．
研
究
会
と
作
業
の
記
録
、
お
よ
び
研
究
組
織

第
１
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
八
月
二
一
日（
土
）〜
二
二
日（
日
）

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室

・
テ
ー
マ
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本「
堺
大
絵
図
」の
概
要
把
握
と
今
後
の
研
究
方

針
・
趣
旨
説
明　

藤
田
裕
嗣
（
研
究
代
表
者
）

・
絵
図
調
査
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」
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・
研
究
発
表
と
討
議

１　
「
堺
の
発
掘
調
査
と
『
元
禄
二
己
巳
歳
堺
大
絵
図
』」　

嶋
谷
和
彦
（
堺
市
市

長
公
室
文
化
財
課
）

２　

今
後
の
予
定
に
関
す
る
意
見
徴
収
を
含
め
、総
合
討
論（
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー

全
員
）

第
２
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
九
月
一
九
日（
日
）〜
二
〇
日（
月･

祝
）

大
阪
歴
史
博
物
館
（
大
阪
市
）
な
ど　

・
テ
ー
マ
：
大
阪
歴
史
博
物
館
の
展
示
と
堺
南
部
の
現
地
調
査

・
大
阪
歴
史
博
物
館
特
別
展
の
見
学　
「
新
淀
川
一〇
〇
年
｜
水
都
大
阪
と
淀
川
」展

・
研
究
発
表
（
大
阪
市
、
大
阪
歴
史
博
物
館
）

１　
「
文
献
史
か
ら
み
た
中
世
堺
の
都
市
空
間
」　

大
澤
研
一（
大
阪
歴
史
博
物
館
）

２　

総
合
討
論
（
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
全
員
）

・
現
地
調
査
（
二
〇
日
、堺
市
）　

案
内
者
：
嶋
谷
和
彦
（
堺
市
市
長
公
室
文
化
財
課
）

堺
市
役
所
二
一
階
展
望
ロ
ビ
ー
↓
大
小
路
交
差
点
↓
開
口
神
社
↓
宿
院
交
差

点
↓
宿
院
頓
宮
↓
発
掘
調
査SK
T
10

（
女
性
セ
ン
タ
ー
地
点
）
↓
発
掘
調
査

SK
T
960

（
少
林
寺
団
地
地
点
）
↓
大
安
寺
↓
南
宗
寺

・
絵
図
調
査
：
堺
市
博
本
「
堺
大
絵
図
」
の
謄
写
版
を
熟
覧

第
３
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
日（
火
）〜
三
日（
水･

祝
）

大
阪
市
立
美
術
館
（
大
阪
市
）
な
ど

・
テ
ー
マ
：
堺
（
特
に
北
部
の
巡
検
）
と
住
吉
大
社
と
の
関
係
に
関
す
る
現
地
調
査

・
大
阪
市
立
美
術
館　
「
住
吉
さ
ん　

住
吉
大
社
一
八
〇
〇
年
の
歴
史
と
美
術
」
展

・
研
究
発
表

１　
「
美
術
に
み
る
住
吉
大
社
と
堺
」

 

井
溪　

明
（
堺
市
立
み
は
ら
歴
史
博
物
館
・
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

２　
「
堺
大
絵
図
を
用
い
た
歴
史
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
復
元
情
報
の
視
覚
化
」

高
屋
麻
里
子
（
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
・
研
究
員
）

３　

総
合
討
論
（
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
全
員
）

・
現
地
調
査
（
三
日
）

１　

堺
市
堺
北
部　
　
　

案
内
者
：
嶋
谷
和
彦（
堺
市
市
長
公
室
文
化
財
課
）

　

井
上
家
住
宅（
鉄
砲
鍛
冶
屋
敷
跡
）↓
清
学
院
↓
高
須
神
社
↓
水
野
鍛
錬
所
↓
綾

之
町
交
差
点
↓
堺
市
立
町
家
歴
史
館　

山
口
家
住
宅（
国
の
重
文
）↓
月
蔵
寺
↓
本

願
寺
堺
別
院
↓
妙
国
寺
↓
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
↓
ザ
ビ
エ
ル
公
園
↓
菅
原
神
社

２　

住
吉
大
社
と
そ
の
周
辺 

案
内
者
：
大
澤
研
一
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）

第
４
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
三
月
三
日（
木
）

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
（
奈
良
市
）

・
テ
ー
マ
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」
の
修
理
作
業
に
伴
う
諸
問
題

の
検
討

・
絵
図
調
査
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」

・
現
地
調
査
：
元
興
寺
周
辺
の
奈
良
町

第
５
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
六
月
三
日（
金
）〜
四
日（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室
、
な
ど

・
テ
ー
マ
：
前
年
度
の
ま
と
め
と
問
題
点
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」

修
理
の
課
題

・
研
究
発
表
等

１　

前
年
度
に
先
行
し
て
修
理
し
、
本
館
に
戻
さ
れ
た
「
堺
大
絵
図
」
二
枚
を
熟

覧
し
て
、
今
年
度
に
実
施
す
る
修
理
に
つ
い
て
問
題
点
と
課
題
を
検
討
し
た
。

２　

前
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
ま
と
め
、
三
年
間
に
わ
た
る
展
望
の
中
で
各
研
究

分
担
者
の
分
担
項
目
を
確
認
し
た
（
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
全
員
）。

第
６
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日（
日
）〜
二
二
日（
月
）
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堺
市
立
中
央
図
書
館
な
ど
堺
市
内

・
テ
ー
マ
：
絵
図
調
査
と
堺
環
濠
都
市
遺
跡
内
の
発
掘
調
査
現
場
に
お
け
る
見
学
・

踏
査

・
絵
図
調
査
：
堺
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
堺
の
絵
図
を
熟
覧
し
た
。

・
現
地
踏
査
等
：
堺
環
濠
都
市
遺
跡
内
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
現
場
で
発
掘
調

査
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
議
論
し
た
。
そ
の
上
で
、
堺
北
部
で
当
時
の
海
岸

線
付
近
を
中
心
に
踏
査
し
た
。　

第
７
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
九
月
二
七
日
（
火
）〜
二
八
日（
水
）

堺
市
博
物
館
・
堺
市
立
中
央
図
書
館

・
テ
ー
マ
：
堺
に
関
す
る
研
究
発
表
と
絵
図
調
査
な
ど

・
研
究
発
表
等
：
堺
市
博
物
館
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
お
二
人
か
ら
堺
に
関
す
る

話
題
提
供
を
受
け
、
議
論
を
深
め
た
。

１　

日
本
の
博
物
館
と
堺
市 　

谷 

直
樹
氏
（
大
阪
市
立
大
学
）

現
代
日
本
に
お
け
る
博
物
館
活
動
の
中
で
、
開
館
当
初
に
も
遡
り
、
堺
市
博
物

館
を
位
置
づ
け
た
報
告
で
あ
っ
た
。

２　

近
世
堺
の
名
産
と
し
て
の
船
箪
笥 

小
泉
和
子
氏
（
昭
和
の
く
ら
し
博
物
館
長
）

船
箪
笥
を
め
ぐ
っ
て
、
中
世
に
も
遡
り
「
箪
笥
」
か
ら
論
を
起
こ
し
、
船
箪
笥

は
海
外
に
も
名
声
を
博
し
た
近
世
堺
の
名
産
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

３　

総
合
討
論
（
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
全
員
）

日
本
全
国
（
後
者
で
は
海
外
）
か
ら
見
た
堺
、
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
議

論
が
で
き
た
。

４　

納
品
さ
れ
たiPad2

に
つ
い
て
、ま
ず
そ
の
操
作
に
関
し
て
説
明
し
た
上
で
、

来
年
度
に
実
施
す
る
予
定
の
堺
大
絵
図
展
に
お
け
る
活
用
方
法
を
め
ぐ
っ
て
議

論
し
、
展
望
が
得
ら
れ
た
。

・
絵
図
調
査
：
堺
が
描
か
れ
た
堺
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
近
世
絵
図
の
熟
覧
を
継
続

し
た
。

第
８
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
四
日（
月
）

大
阪
歴
史
博
物
館
・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

・
テ
ー
マ
：
近
世
大
坂
に
関
す
る
展
示
見
学
と
絵
図
修
理
現
場
の
調
査

・
内
容
等

１　

大
阪
歴
史
博
物
館
の
展
示「
古
文
書
か
ら
み
る
大
坂
の
町
」を
メ
ン
バ
ー
の
大

澤
研
一
氏
に
よ
る
解
説
を
交
え
て
見
学
し
、絵
図
の
機
能
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

２　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」
を
修
理
さ
れ
て
い
る
現
場
で
修
理

状
況
を
見
学
し
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
９
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
十
一
月
五
日（
土
）〜
六
日（
日
）

福
岡
市

・
テ
ー
マ
：
博
多
・
山
口
・
豊
後
国
府（
大
分
）を
巡
る
海
外
交
流
に
関
す
る
研
究
会

・
内
容
：
博
多
・
山
口
・
豊
後
国
府
（
大
分
）
の
海
外
交
流
に
関
す
る
研
究
会
と
合

流
し
、
連
動
さ
せ
た
。
堺
と
の
比
較
で
は
、
と
り
わ
け
博
多
津
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
と
確
認
で
き
た
。

第
10
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
十
一
月
二
三
日（
水･

祝
）〜
二
四
日（
木
）

大
阪
歴
史
博
物
館
・
堺
市
・
西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
；

元
興
寺
文
化
財
研
究
所

・
テ
ー
マ
：
堺
・
戎
島
周
辺
の
踏
査
と
絵
図
修
理
現
場
の
調
査
、
な
ど

・
内
容
等

１　

大
阪
歴
史
博
物
館
の
展
示
「
古
文
書
か
ら
み
る
大
坂
の
町
」
を
見
学
し
、
絵

図
の
機
能
に
関
す
る
議
論
を
継
続
さ
せ
た
。

２　

メ
ン
バ
ー
の
嶋
谷
氏
に
よ
る
案
内
を
得
て
、
堺
・
戎
島
を
中
心
に
当
時
の
海

岸
線
付
近
を
踏
査
し
た
。

３　
「
近
世
測
量
絵
図
を
素
材
と
し
た
歴
史GIS

分
析
―
鳥
取
城
下
町
の
事
例
か
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ら
」　

鳴
海
邦
匡
（
メ
ン
バ
ー
）

４　

尼
崎
城
下
町
踏
査
（
藤
田
が
案
内
）
と
「
尼
崎
市
文
化
財
収
蔵
庫
」・「
尼
信

博
物
館
」
の
見
学

５　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
「
堺
大
絵
図
」
を
修
理
さ
れ
て
い
る
現
場
に
お
け

る
修
理
状
況
見
学
を
継
続
さ
せ
、
一
ヶ
月
前
と
比
較
し
、
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

第
11
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
二
月
十
一
日（
土
）〜
十
四
日（
火
）

い
の
ち
の
た
び
博
物
館
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
川
西
遺
跡
、

勝
瑞
城
跡

・
テ
ー
マ
：
港
湾
に
関
連
す
る
展
示
と
発
掘
現
場
の
見
学

・
内
容
等

１　

北
九
州
市
の
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
冬
の
特
別
展
「
大
内
文
化

と
北
九
州
」
を
見
学
し
た
。
周
防
山
口
が
拠
点
で
あ
っ
た
大
内
氏
が
博
多
津
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
は
、 

筑
前
住
吉
神
社
「
博
多
古
図
」
な
ど
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。

２　

高
知
県
南
国
市
の
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
中
の
「
発
掘
さ
れ
た

日
本
列
島
二
〇
一
一
」
展
を
岡
本
桂
典
学
芸
課
長
に
よ
る
解
説
で
見
学
し
た
。

特
に
隣
県
、
徳
島
県
徳
島
市
の
川
西
遺
跡
が
焦
点
に
な
る
よ
う
な
解
説
を
お
願

い
し
た
。

３　

徳
島
県
徳
島
市
・
川
西
遺
跡
と
寺
山
遺
跡
の
現
場
を
訪
れ
、島
田
豊
彰
氏
（
徳

島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
解
説
を
得
た
。
現
場
は
、
阿
波
国
吉
野
川
下

流
平
野
の
南
端
を
流
れ
る
園
瀬
川
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
流

通
に
果
た
す
役
割
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
た
。　

４　

徳
島
県
藍
住
町
の
勝
瑞
城
跡
を
発
掘
担
当
者
の
重
見
高
博
氏
の
説
明
に
よ
り

見
学
し
た
。
城
主
の
三
好
氏
が
畿
内
に
進
出
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
庭
園
を
鑑

賞
す
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
建
築
物
に
も
畿
内
の
影
響
が
推
察
さ
れ
る
点
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

第
12
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
五
月
二
日（
水
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室
、
な
ど

・
内
容
等
：
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

第
13
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
六
月
八
日（
金
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室
、
な
ど

・
内
容
等
：
修
理
が
施
さ
れ
て
博
物
館
に
納
品
さ
れ
た
絵
図
を
確
認
し
、
熟
覧
し
た
。

さ
ら
に
、
特
集
展
示
「
元
禄
の
堺
大
絵
図
│
巨
大
都
市
図
を
歩
く
│
」（
十
二
月

一
八
日
〜
一
月
二
七
日
）
に
向
け
て
、
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

第
14
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
八
月
二
三
日（
木
）〜
二
四
日（
金
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室
、
な
ど

・
内
容
等
：
特
集
展
示
「
元
禄
の
堺
大
絵
図
│
巨
大
都
市
図
を
歩
く
│
」
に
関
す
る

「
開
催
要
項
」
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
。

第
15
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
三
日（
土
）〜
二
五
日（
月
）

大
阪
城
天
守
閣
と
堺
市
博
物
館
、
山
口
県
政
資
料
館

・
テ
ー
マ
：
近
世
大
坂
に
関
す
る
展
示
見
学
と
第
一
七
回
中
国
・
四
国
地
区
城
館
調

査
検
討
会 

山
口
大
会

・
内
容
等

１　

二
三
日
は
、
今
後
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
後
、
午
後
は

大
阪
城
天
守
閣
と
堺
市
博
物
館
に
赴
い
て
、特
別
展「
秀
吉
の
城
」と
地
域
展「
激

動
の
時
代
『
慶
長
』
を
掘
る
」
を
、解
説
付
き
で
見
学
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

２　

二
四
日
か
ら
は
、
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
七
回
中
国
・
四
国
地
区
城
館

調
査
検
討
会
に
合
流
し
た
。「
資
料
か
ら
み
た
中
世
城
館
跡
」と
い
う
統
一
テ
ー

マ
で
、
戦
国
期
ま
で
に
機
能
を
停
止
し
た
後
、
文
献
史
料
な
ど
に
い
か
に
記
録
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さ
れ
て
い
る
か
、
が
問
題
に
さ
れ
た
。
史
料
が
な
く
と
も
遺
物
自
体
に
語
ら
せ

て
き
た
考
古
学
が
、
文
献
史
学
に
対
し
て
共
同
研
究
を
提
案
し
て
い
る
と
も
評

価
で
き
よ
う
。
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
開
催
地
の
山
口
に
即
し
て
言
え
ば
、

近
世
に
作
成
さ
れ
た
「
山
口
古
図
」
の
解
釈
が
焦
点
と
な
る
。

第
16
回
研
究
会　

二
〇
一
三
年
一
月
二
六
日（
土
）〜
二
七
日（
日
）

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
会
議
室
な
ど

・
テ
ー
マ
：
特
集
展
示
「
元
禄
の
堺
大
絵
図
│
巨
大
都
市
図
を
歩
く
│
」
の
見
学
と

堺
に
関
す
る
研
究
発
表
、
な
ど

・
内
容
等
： 

１　

二
六
日
は
、
特
集
展
示
「
元
禄
の
堺
大
絵
図
│
巨
大
都
市
図
を
歩
く
│
」
の

見
学
と
討
論
を
行
っ
た
後
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
藤
本
誉
博
氏
（
今
治

城
・
今
治
市
河
野
美
術
館
）
に
「
戦
国
期
堺
の
『
自
治
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題

し
た
報
告
を
お
願
い
し
、
討
論
し
た
。

２　

二
七
日
は
、
同
じ
く
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
吉
田 

豊
氏（
堺
市
博
物
館
）

に
よ
る
「
近
世
に
お
け
る
堺
港
の
変
遷
」
に
関
す
る
話
題
提
供
を
踏
ま
え
、
議

論
を
積
み
重
ね
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
打
ち
合
わ
せ
も
行
っ
た
。

第
17
回
研
究
会　

二
〇
一
三
年
三
月
七
日（
木
）

赤
煉
瓦
文
化
館
（
福
岡
市
文
学
館
）
な
ど

・
テ
ー
マ
：
博
多
津
の
現
地
踏
査

・
内
容
等
：
堺
と
同
様
、
中
世
に
海
外
に
開
か
れ
た
港
町
と
言
え
る
博
多
を
研
究
対

象
と
し
て
取
り
上
げ
、
福
岡
市
教
委
の
大
庭
康
時
氏
に
お
願
い
し
、
発
掘
調
査
の

最
新
状
況
に
つ
い
て
赤
煉
瓦
文
化
館
で
ご
説
明
を
受
け
た
後
、
巡
検
で
現
地
を
訪

れ
、
実
地
で
確
認
し
た
。

第
18
回
研
究
会　

二
〇
一
三
年
三
月
十
三
日（
水
）〜
十
四
日（
木
）

大
津
市
歴
史
博
物
館
；
大
阪
歴
史
博
物
館
・
堺
市
立
町
家
歴
史
館
（
清

学
院
）
な
ど

・
内
容
等
：

１　

一
三
日（
水
）
は
、
大
津
町
に
関
す
る
大
津
市
歴
史
博
物
館
の
展
示
に
併
せ

て
企
画
し
た
。
大
場
修
・
京
都
府
立
大
学
教
授
に
よ
る
「
近
世
大
津
町
絵
図
」

と
題
さ
れ
た
研
究
発
表
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
っ
て
、
議
論
を
し
た
。
さ
ら
に
、
展

示
担
当
の
学
芸
員
、
高
橋
大
樹
氏
に
よ
る
解
説
の
下
、
熟
覧
し
た
。

２　

続
い
て
一
四
日
は
、
午
前
中
に
メ
ン
バ
ー
の
大
澤
氏
に
よ
る
解
説
の
下
、
大

阪
歴
史
博
物
館
の
特
別
展
「
天
下
の
城
下
町　

大
坂
と
江
戸
」
を
見
学
し
た
。

午
後
は
堺
市
内
に
移
動
し
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
片
桐
棲
龍
堂
を
中

心
に
踏
査
し
て
、
堺
環
濠
都
市
内
の
清
学
院
に
も
巡
検
は
及
ん
だ
。

第
19
回
研
究
会　

二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日（
水
）〜
二
一
日（
木
）

鳥
取
県
立
博
物
館

・
テ
ー
マ
：
詳
細
で
精
密
な
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
鳥
取
城
下
町
に
関
す
る
研
究
会
と

鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
城
下
町
絵
図
の
熟
覧
。

・
内
容
等
：

１　

二
〇
日
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
塚
本
章
宏
氏
よ
り
、iPad2

の
ア
プ
リ

を
利
用
し
て
、
安
政
五
（
一
八
五
九
）
年
「
鳥
取
城
下
全
図
」
を
古
地
図
ぶ
ら

り
に
載
せ
、
市
民
へ
の
啓
蒙
に
生
か
し
た
試
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ

に
関
連
さ
せ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
特
集
展
示
でiPad2

を
用
い
た
展

示
補
助
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
メ
ン
バ
ー
の
高
屋
麻
里
子
氏
か
ら
説
明
を
得

た
。
市
民
の
反
応
や
今
後
の
展
開
に
関
す
る
可
能
性
も
含
め
て
、
議
論
し
た
。

２　

二
一
日
は
、
前
日
に
紹
介
さ
れ
た
「
鳥
取
城
下
全
図
」
に
加
え
、「
大
切

図
」（
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉、
享
保
一
一
年
〈
一
七
二
六
〉、
天
保
一
四
年

〈
一
八
四
三
〉
の
三
時
点
）
な
ど
、
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
城
下
町
絵
図
を

熟
覧
し
た
。
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第
20
回
研
究
会　

二
〇
一
三
年
三
月
二
三
日（
土
）〜
二
四
日（
日
）

・
テ
ー
マ
：
現
在
地
に
一
七
世
紀
中
葉
に
移
転
し
、
幕
末
に
開
港
さ
れ
た
新
潟
を
対

象
と
し
た
踏
査
と
絵
図
の
熟
覧
。

・
場
所
：
新
潟
市
歴
史
博
物
館
；
小
澤
家
住
宅
・
新
潟
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
内
容
等

１　

二
三
日
は
、
新
潟
の
港
町
と
日
和
山
な
ど
を
踏
査
し
つ
つ
、
新
潟
市
歴
史
博

物
館
ま
で
赴
き
、
同
館
所
蔵
の
絵
図
を
熟
覧
し
な
が
ら
、
議
論
し
た
。

２　

二
四
日
は
、新
潟
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
小
澤
家
住
宅
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
解
説
の
下
、
見
学
し
た
。
午
後
は
、
新
潟
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
遺
物

を
見
学
し
つ
つ
、
近
世
新
潟
町
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
討
論

し
た
。

研
究
組
織
（
所
属
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
〇
年
度
現
在
）

藤
田　

裕
嗣　

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
・
教
授
（
代
表
） 

鳴
海　

邦
匡　

甲
南
大
学
文
学
部
・
准
教
授　

松
尾　

信
裕　

大
阪
城
天
守
閣
・
館
長　

　
　

大
澤　

研
一　

大
阪
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員　

　

嶋
谷　

和
彦　

堺
市
市
長
公
室
文
化
財
課
・
学
芸
員　
　

高
屋
麻
里
子　

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
・
研
究
員（
非
常
勤
）

青
山　

宏
夫　

本
館
・
研
究
部
・
教
授　
　
　
　
　
　

小
島　

道
裕　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

岩
淵　

令
治　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授　

　
　
　

玉
井　

哲
雄　

本
館
・
研
究
部
・
教
授
（
副
代
表
）

４
．
成
果
と
課
題

今
回
の
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
の
内
容
に
も

触
れ
な
が
ら
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
の
高
精
細
画
像
の
構
築
と
関
連
す
る
調
査

二
〇
一
〇
年
度
は
当
初
計
画
で
、
同
絵
図
の
写
真
を
撮
影
す
る
予
定
に
し
て
い
た

が
、
熟
覧
し
て
検
討
し
た
結
果
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
視
し
て
い
る
高
精
細
画
像

作
成
に
耐
え
る
水
準
を
確
保
す
る
に
は
絵
図
自
体
の
状
態
が
悪
く
、
ま
ず
修
理
が
前

提
に
な
る
と
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
十
枚
構
成
の
う
ち
二
枚
を
選
定
し
て
試
行
的
に

修
理
を
進
め
、
今
後
の
指
針
も
得
た
。
す
な
わ
ち
、
原
図
の
上
に
付
け
ら
れ
た
貼
紙

を
剥
が
し
、
そ
の
下
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
二
枚
で
は
目
立
っ
た
描
写
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
に
託
さ
れ
た
八
枚
で
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
こ
の

過
程
を
探
る
に
は
、
原
図
に
よ
り
近
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
堺
市
博
物
館
本
と
の
比

較
検
討
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
堺
市
博
本
の
熟
覧
を
試
み
た
。
し
か
し
、

全
体
が
北
と
南
で
各
一
枚
ず
つ
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
た
め
、
開
く
こ
と
も
難
し

く
、
写
真
撮
影
も
非
現
実
的
で
あ
る
と
判
明
し
、
謄
写
本
の
調
査
に
留
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
堺
市
博
物
館
で
撮
影
さ
れ
た
後
者
の
４
×
５
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。

同
絵
図
に
描
か
れ
た
土
地
区
画
と
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
文
字
注
記
に
関
す
る
基
礎
的

な
デ
ー
タ
の
共
有
・
校
訂
に
つ
い
て
は
、
既
に
撮
影
さ
れ
て
い
た
写
真
デ
ー
タ
を
用

い
て
南
部
か
ら
始
め
、複
製
版
の
解
説
に
お
け
る
読
み
の
誤
り
も
検
出
で
き
た
。『
堺

大
絵
図
』
の
複
製
に
基
づ
く
画
像
処
理
と
地
図
デ
ー
タ
の
分
析
も
進
め
た
。

歴
博
本
の
高
精
細
画
像
構
築
と
い
う
最
終
的
な
目
標
に
向
け
、
前
提
と
な
る
デ
ジ

タ
ル
撮
影
を
す
る
た
め
に
も
、
平
面
を
確
保
す
べ
く
、
ま
ず
は
修
復
が
先
決
だ
と
判

明
し
、
初
年
度
中
に
二
枚
を
先
行
さ
せ
た
の
に
続
い
て
、
残
り
八
枚
の
修
理
を
第
二

年
度
に
行
っ
た
。
前
年
度
に
お
け
る
修
理
の
成
果
を
六
月
に
確
認
し
て
、
予
め
注
文

を
出
し
、
年
度
途
中
に
は
修
理
の
現
場
も
二
回
（
第
8
回
と
第
10
回
）
に
分
け
て
訪

れ
、
具
体
的
な
方
法
を
め
ぐ
っ
て
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
、
修
理
の
完
了
に

全
力
を
挙
げ
た
。
修
理
現
場
の
見
学
を
一
ヶ
月
挟
ん
で
行
っ
た
の
は
、
一
回
目
で
問
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題
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
、
次
の
一
ヶ
月
の
間
に
確
認
で
き
、
効
果
的
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
歴
博
本
よ
り
古
い
状
態
を
示
す
と
予
想
さ
れ
る
堺
市
博
物
館

本
「
堺
大
絵
図
」
に
つ
い
て
、
上
述
の
通
り
、
そ
の
写
し
の
写
真
を
初
年
度
の
予
算

で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
が
、
歴
博
本
の
修
理
作
業
工
程
中
に
発
見
さ
れ
る
種
々
の
問
題

点
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
に
有
用
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
も
役
立
っ
た
。
歴
博
本
の

複
製
版
に
よ
り
、
同
絵
図
に
描
か
れ
た
土
地
区
画
と
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
文
字
注
記
に

関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
共
有
・
校
訂
す
る
た
め
の
作
業
も
、
同
時
並
行
的
に
進

め
た
。

「
堺
大
絵
図
」
の
修
理
が
完
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
高

精
細
画
像
構
築
と
い
う
最
終
的
な
目
標
に
向
け
た
努
力
を
重
ね
た
。

一
方
で
、
同
絵
図
に
示
さ
れ
た
土
地
区
画
に
つ
い
て
、
建
築
遺
構
の
み
な
ら
ず
、

考
古
学
的
成
果
か
ら
も
検
証
し
、
同
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
元
禄
期
の
状
況
を
押
さ
え

る
た
め
の
読
み
の
作
業
も
進
め
た
。
さ
ら
に
、
遺
物
や
遺
構
か
ら
戦
国
期
ま
で
遡
る

検
討
を
進
め
る
た
め
、
考
古
学
的
成
果
に
よ
る
デ
ー
タ
の
整
理
も
行
っ
た
。

最
終
年
度
の
二
〇
一
二
年
度
に
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
特
集
展
示
の
形
で
披
露
し

た
。
具
体
的
に
は
、「
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
」
を
紹
介
す
る
特
集
展
示
と
し
て
、『
元

禄
の
堺
大
絵
図
―
巨
大
都
市
図
を
歩
く
―
』
を
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
八
日（
火
）

〜
翌
年
一
月
二
七
日（
日
）
ま
で
開
催
し
た
。

環
濠
都
市
、
堺
の
町
は
南
北
に
や
や
長
く
、
紀
州
街
道
（
大
道
）
が
縦
断
し
、
そ

れ
と
直
交
す
る
大
小
路
が
、
摂
津
国
と
和
泉
国
と
の
境
界
線
に
な
っ
て
い
た
。
摂
津

国
堺
北
荘
（
大
小
路
以
北
）
と
和
泉
国
堺
南
荘
の
描
か
れ
方
は
、
互
い
に
大
枠
で
は

類
似
し
な
が
ら
も
、
そ
も
そ
も
別
々
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
集
展
示

で
は
、
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
上
で
一
枚
に
接
合
さ
せ
る
形

で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
床
面
に
張
っ
た
。
作
成
さ
れ
た
元
禄
時
点
で
も
南
北
は
別

の
図
と
意
識
さ
れ
て
い
た
筈
で
、
今
回
の
展
示
で
史
上
初
め
て
、
南
北
を
一
枚
の
形

で
提
示
で
き
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
開
催
し
た
本
展
示

の
機
会
は
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
契
機
と
し
て
、
や
は
り
大
き
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
点
の
み
補
足
す
る
。
今
回
の
展
示
で
は
、
普
及
が
著
し
いiPad2

を

用
い
た
展
示
補
助
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
た
。
観
覧
者
自
身
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た

iPad2

を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
は
、
様
々
な
点
で
難
し
い
と
判
り
、
会
場
に
常
設
し
た

iPad2

を
活
用
す
る
方
針
に
変
更
し
た
が
、
会
期
中
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
課
題
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
利
用
者
側
に
と
っ
て
は
、
利
用
で
き

な
い
時
間
帯
が
出
た
り
、
そ
も
そ
も
利
用
が
、
操
作
に
慣
れ
た
一
部
の
者
に
限
ら
れ

た
り
、
な
ど
の
課
題
が
残
っ
た
。
と
は
い
え
、
元
禄
期
の
「
堺
大
絵
図
」
に
示
さ
れ

た
土
地
区
画
が
現
代
の
堺
に
ま
で
辿
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
や
は
り

有
効
な
手
段
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
判
り
易
い
展
示
の
た
め
に
は
今
後
と
も
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
絵
図
の
修
復
と
撮
影
か
ら
展
示
に
至
る
顛
末
に
関
し
て
、
本
報
告

書
で
は
小
島
道
裕
報
告
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

「
堺
大
絵
図
」
を
全
面
的
に
修
理
し
て
、
付
箋
な
ど
も
全
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
て

あ
り
、
高
精
細
画
像
に
組
み
入
れ
る
配
慮
を
施
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た

土
地
区
画
に
つ
い
て
、
建
築
遺
構
の
み
な
ら
ず
、
考
古
学
的
成
果
か
ら
も
検
証
し
、

同
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
近
世
前
期
の
状
況
を
押
さ
え
ら
れ
る
基
盤
は
整
っ
た
。
経
緯

度
を
与
え
る
こ
と
で
、GIS

に
よ
る
高
精
細
画
像
の
構
築
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
戦

国
期
の
復
原
に
つ
い
て
、
戦
国
期
の
遺
物
・
遺
構
ま
で
遡
っ
て
考
古
学
的
成
果
を
検

証
し
て
、
戦
国
期
の
都
市
構
造
に
迫
る
こ
と
も
可
能
な
シ
ス
テ
ム
設
計
で
あ
る
。

（
２
）「
元
禄
堺
大
絵
図
」
に
示
さ
れ
た
都
市
像
と
そ
の
後
の
変
遷
に
関
す
る
研
究

堺
に
つ
い
て
、
本
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
元
禄
期
と
そ
の
後
の
変
遷
を
辿
る
課
題
に

関
し
て
は
、高
屋
真
理
子
報
告
が
全
面
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
澤
研
一
報
告
は
、

特
に
「
本
願
寺
北
御
坊
祠
堂
屋
敷
」
に
限
り
、
本
願
寺
堺
別
院
（
北
御
坊
）
所
蔵
の

絵
図
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

第
一
年
度
に
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た
、
堺
に
関
連
す
る
二
つ
の
展
覧
会
を
機
縁

に
、
堺
と
の
関
係
を
に
ら
み
つ
つ
、
検
討
し
た
。
現
地
調
査
に
よ
り
、
同
絵
図
に
示
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さ
れ
た
都
市
構
造
と
残
さ
れ
た
現
況
、
さ
ら
に
は
研
究
の
現
状
を
押
さ
え
る
課
題
に

取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
堺
の
都
市
構
造
を
検
討
す
る
際
に
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
内
で
実
施
さ
れ

る
発
掘
調
査
の
デ
ー
タ
も
重
要
で
あ
る
。
発
掘
調
査
が
第
二
年
度
に
実
施
さ
れ
、
夏

に
そ
の
現
場
で
発
掘
調
査
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
堺
環
濠
都
市
遺
跡
に
お
け
る

遺
物
・
遺
構
の
先
進
性
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
発
掘
現
場
周
辺
の
堺
北
部
で
当
時
の

海
岸
線
付
近
を
中
心
に
踏
査
し
、
議
論
を
深
め
ら
れ
た
点
も
、
歴
博
本
の
絵
図
が
今

日
の
状
態
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
関
わ
り
、
意
義
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
年
度
の
特
集
展
示
の
機
会
に
、
床
面
に
一
枚
で
展
示
で
き
た
か
ら
こ
そ
見
え

て
き
た
論
点
と
し
て
、
こ
こ
で
は
二
点
を
掲
げ
る
に
留
め
る
。

一
つ
は
、
海
岸
線
近
く
に
朱
線
と
と
も
に
、
そ
の
海
側
の
区
画
に
は
茶
色
の
四
角

い
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
大
小
路
の
北
側
、
す
な
わ
ち
摂
津
国
側
は
、
太
い
墨

線
に
代
わ
っ
て
お
り
、
四
角
い
付
箋
の
位
置
は
、
一
部
は
、
陸
側
に
も
付
け
ら
れ
て

い
る
と
観
察
で
き
た
。
こ
れ
は
、「
町
屋
海
ニ
成
る
」
の
注
記
を
も
勘
案
す
れ
ば
、

元
禄
二
年
の
作
成
以
降
に
、
後
退
し
た
海
岸
線
が
注
意
深
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
元
禄
二
年
当
時
の
区
画
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
付
箋
は
、
そ

の
ま
ま
の
地
代
は
と
れ
な
い
区
画
に
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
つ
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
解
釈
が
妥
当
な
ら
、
陸
側
で
も
、
海
側
で
も
同
様
で
あ
る
と
言
え
、

付
箋
の
位
置
に
関
す
る
観
察
結
果
と
も
矛
盾
し
な
い
。

二
点
目
と
し
て
、
大
小
路
よ
り
南
側
で
、
和
泉
国
に
属
す
る
宿
院
・
念
仏
寺
（
開

口
神
社
）
の
区
画
と
と
も
に
、
大
小
路
の
北
側
に
位
置
す
る
天
神
・
奉
行
屋
敷
に
つ

い
て
南
北
・
東
西
の
長
さ
に
関
す
る
注
記
に
注
目
し
、
相
互
に
比
較
す
る
と
、
奉
行

屋
敷
は
、
他
の
三
区
画
の
大
き
さ
を
勘
案
し
て
、
計
画
的
に
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
、
と
の
発
想
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
南
の
念
仏
寺
と
北
の
天
神
の
区
画
は
、
ほ

ぼ
同
様
の
大
き
さ
で
あ
る
の
に
対
し
、
奉
行
屋
敷
は
、
宿
院
の
大
き
さ
に
類
似
し
て

お
り
、
方
角
は
九
〇
度
曲
げ
る
形
で
入
れ
込
ま
れ
た
可
能
性
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

奉
行
屋
敷
の
「
表
」
が
や
や
短
い
の
は
、東
側
に
七
間
五
尺
二
寸
の
「
丑
寅
角
屋
敷
」

が
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
奉
行
屋
敷
以
外
の
三
区
画
は
、
そ
の

周
り
を
取
り
込
む
こ
と
で
相
互
に
調
整
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
二
点
は
、
藤
田
報
告
で
前
者
は
第
３
章
で
図
７
も
付
け
、
後
者
は
第
２
章
で

表
4
を
掲
げ
つ
つ
説
明
し
た
が
、
今
後
の
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
流
通
の
拠
点
、
堺
が
描
か
れ
た
「
元
禄
堺
大
絵
図
」
を
め
ぐ
る
流
通
関
係
に

関
わ
ら
せ
た
再
評
価
へ
の
試
み

さ
ら
に
、
一
七
世
紀
に
な
る
と
大
坂
が
、
江
戸
幕
府
の
肝
い
り
で
天
下
の
台
所
と

し
て
大
規
模
土
木
工
事
も
伴
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
兵
庫
と
尼
崎
を
含
む

大
阪
湾
、
引
い
て
は
瀬
戸
内
や
日
本
列
島
全
体
と
の
流
通
関
係
を
も
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
堺
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
流
通
の
拠
点
と
し
て
の
堺
が
描
か
れ
た
同
絵
図
に

新
し
い
光
を
当
て
る
試
み
は
、
達
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
点
と
も
関
わ
り
、
第
二
年
度
の
六
月
に
研
究
代
表
者
の
藤
田
自
身
が
「
一
五

〜
一
七
世
紀
に
お
け
る
兵
庫
と
堺
を
め
ぐ
る
国
際
交
流
│
大
坂
と
淀
川
の
整
備
事
業

に
注
目
し
て
│
」
と
題
し
て
、
中
華
民
国
・
台
北
を
舞
台
に
行
っ
た
報
告
は
、
流
通

関
係
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
〔『
海
港
都
市
研
究
』
七
、二
〇
一
二
〕。
こ
の
よ

う
な
国
際
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
機
会
を
利
用
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
信
は
、
一

貫
し
て
藤
田
が
果
た
し
た
。
初
年
度
は
、修
理
に
特
に
関
わ
ら
せ
た
論
点
に
絞
っ
て
、

夏
に
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
歴
史
地
理
学
者
会
議
で
報
告
を
行
い
、

幸
い
に
反
響
を
得
た
。
最
終
の
第
三
年
度
は
、
同
絵
図
が
持
つ
研
究
資
料
と
し
て
の

意
義
に
つ
い
て
、
中
国
・
中
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
で
報
告
し
た
。

最
終
年
度
に
特
集
展
示
が
終
わ
っ
た
後
の
方
針
と
し
て
は
、
玉
井
副
代
表
と
も
打

ち
合
わ
せ
、
元
禄
二
年
「
堺
大
絵
図
」
を
全
国
の
近
世
都
市
な
ら
び
に
そ
れ
が
描
か

れ
た
絵
図
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
各
地
で
開
催
し
た
。
各
々
に
お
け
る
検
討
内
容

は
、
上
述
し
た
各
報
告
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
、
二
側
面
に
つ
い
て
提
示
す
る
に
留

め
る
。

一
つ
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
都
市
プ
ラ
ン
の
改
変
を
受
け
た
点
で
、
堺
は
、
今
回
、
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踏
査
対
象
と
し
た
新
潟
や
博
多
は
も
ち
ろ
ん
、
城
が
置
か
れ
て
城
下
町
化
が
試
み
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
、
近
隣
の
兵
庫
と
も
共
通
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
城
下
町
の
み

な
ら
ず
、
港
町
に
と
っ
て
も
、
近
世
前
期
は
、
大
変
革
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
土
地
区
画
ま
で
を
描
く
大
縮
尺
の
絵
図
が
、
元
禄
期
に
こ
そ
作
成
で

き
た
と
い
う
可
能
性
で
、
地
図
発
達
史
に
関
す
る
論
点
と
言
え
る
。
こ
の
二
点
を
考

え
る
際
に
、
大
津
町
は
重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
り
、
大
津
城
の
復
原
が
検
討
課
題

で
あ
る
。

な
お
、
堺
が
接
す
る
摂
津
や
隣
接
す
る
河
内
の
諸
都
市
（
摂
津
天
王
寺
と
河
内
八

尾
）
と
比
較
し
た
論
点
は
、
本
報
告
書
に
盛
ら
れ
た
成
果
の
中
で
は
、
松
尾
信
裕
報

告
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
淵
令
治
報
告
は
、
江
戸
の
沽
券
図
と
の
比
較
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
堺
自
体
に
論
点
を
戻
せ
ば
、
堺
が
近
世
前

期
に
幕
府
領
と
な
り
、「
元
禄
堺
大
絵
図
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
近
世
初
頭
に
堺

が
重
要
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
で
あ
り
、
藤
本
誉
博
報
告
は
、
そ
の
前
代
と
し
て
の
、

一
六
一
五
年
全
焼
前
の
堺
に
お
け
る
政
治
動
向
に
つ
い
て
少
な
い
史
料
か
ら
考
察
し

た
も
の
で
、現
時
点
に
お
け
る
研
究
の
到
達
点
を
示
す
と
い
え
よ
う
。ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
の
報
告
に
基
づ
き
、
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
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